
人獣共通感染性脳症  ―プリオン病の流行と対策― 

シンポジウムのご案内 
「人獣共通感染性脳症 ―プリオン病の流行と対策―」ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを下記のごとく予定しております。 
ぜひご聴講頂きますようお願い申し上げます。 

東京大学大学院医学系研究科精神医学分野 
加藤 進昌（東大病院長） 

 

問い合わせ先 ：東京大学医学部精神科  電話 03-5800-9263、FAX：03-5800-6894 

〒113-8655 東京都文京区本郷7-3-1、 e-mail：seisinka-ikyoku@umin.ac.jp                          
 

記 
  日時：2002 年 11 月 25 日(月) 15 時～19 時（14:30 受付開始） 
  場所：東京大学東大医学部・新教育研究棟１４階 鉄門記念講堂 

Chairs  SHINAGAWA, Morikazu (President, National Center for Prion Disease) 
品川森一（国立動物衛生研究所・プリオン病研究センター長） 
KATO, Nobumasa(President, Univ. of Tokyo Hospital) 
加藤進昌（東京大学医学部附属病院長） 

 

ＰＲＯＧＲＡＭ  

BRUGERE-PICOUX, Jeanne (Prof., Ecole nationale veterinaire d'Alfort, Paris) 
パリ、アルフォール獣医大学教授 
TSE in animals: Veterinary aspects and public health consequences 
フランスにおける動物プリオン病の流行と現状 

 
ONODERA, Takashi (Prof., Faculty of Agriculture, U. of Tokyo) 
小野寺節（東京大学農学部教授） 
Role of wild type and mutant form of prion protein in mice; Hippocampal cell line degeneration. 
正常ﾌﾟﾘｵﾝ蛋白および変異ﾌﾟﾘｵﾝ蛋白のﾏｳｽにおける機能：海馬神経細胞株における細胞死について 

 
KANEKO, Kiyotoshi (Director, Natl. Ctr. Neurol. Psychiat.) 
金子清俊（国立精神・神経センター疾病研究第七部長）  
Therapeutic approaches for Prion disease 
プリオン病治療法開発の試み 

 
DOH-URA, Katsumi( Ass.Prof., Dept. of Neuropathology, Kyusyu University) 
堂浦克美（九州大学医学部助教授） 
Development of therapeutic interventions for prion diseases 
プリオン病の治療薬剤開発について 

 
HAUW, Jean-Jacques (Prof., Pierre et Marie Curie University, Paris) 
パリ、ピエール・マリー キューリー大学教授 
Creutzfeldt-Jakob disease in France: clinical and neuropathological survey". 
フランスにおける CJD の現状：臨床と病理 

 
AMANO, Naoji (Prof., Dept. of Psychiatry, Shinsyu University) 
天野直二（信州大学医学部教授） 
Pathological findings of Japanese CJD cases 
日本でのＣＪＤ症例の経験から 

 



 

          人人獣獣共共通通感感染染性性脳脳症症  
        ――ププリリオオンン病病のの流流行行とと対対策策――  

日  時：平成１４年１１月２５日（月）１５：００～１９：００ 

場  所：東京大学医学部鉄門記念講堂（医学部教育研究棟１４F） 

● 入場無料● （この講演はすべて英語で行われます） 

      （問い合わせ先は裏面を御覧ください） 

●司 会● 

  品川 森一（国立畜産研究所センター長）

   
  加藤 進昌（東京大学医学部附属病院長）

●講 演● 

BRUGERE-PICOUX,Jeanne(パリ、アルフォート獣医大学教授) 
  ●フランスにおける動物プリオン病の流行と現状 
 
小野寺 節(東京大学農学部教授) 
●正常プリオン蛋白および異変プリオン蛋白のマウスにおける機能：海馬神経細胞株における細胞

死について 
 
金子 清俊（国立精神・神経センター疾病研究第七部長） 
   ●プリオン病治療法開発の試み 
 
堂浦 克美（九州大学医学部助教授） 
   ●プリオン病の治療薬剤開発について 
 
HAUW,Jean-Jacques(パリ、ペエール・マリーキュリー大学教授) 
   ●フランスにおける CJD の現状：臨床と病理 
 
天野 直二(信州大学医学部教授)    
    ●日本での CJD 症例の経験から 
  

    (本事業は、文部科学省 平成１４年度科学研究費補助金の補助を受けています。)



RE: CJD Symposium 
 
Chairs 
SHINAGAWA, Morikazu (President, National Center for Prion Disease) 
品川森一（国立動物衛生研究所・プリオン病研究センター長） 
KATO, Nobumasa(President, Univ. of Tokyo Hospital) 
加藤進昌（東京大学医学部附属病院長） 
 

ＰＲＯＧＲＡＭ 
 
BRUGERE-PICOUX, Jeanne (Prof., Ecole nationale veterinaire d'Alfort, Paris) 
パリ、アルフォール獣医大学教授 
TSE in animals: Veterinary aspects and public health consequences 
フランスにおける動物プリオン病の流行と現状 
 
ONODERA, Takashi (Prof., Faculty of Agriculture, U. of Tokyo) 
小野寺節（東京大学農学部教授） 
Role of wild type and mutant form of prion protein in mice; Hippocampal cell line 
degeneration. 
正常プリオン蛋白および変異プリオン蛋白のマウスにおける機能：海馬神経細胞株における
細胞死について 
 
KANEKO, Kiyotoshi (Director, Natl. Ctr. Neurol. Psychiat.) 
金子清俊（国立精神・神経センター疾病研究第七部長）  
Therapeutic approaches for Prion disease 
プリオン病治療法開発の試み 
 
DOH-URA, Katsumi( Ass.Prof., Dept. of Neuropathology, Kyusyu University) 
堂浦克美（九州大学医学部助教授） 
Development of therapeutic interventions for prion diseases 
プリオン病の治療薬剤開発について 
 
HAUW, Jean-Jacques (Prof., Pierre et Marie Curie University, Paris) 
パリ、ピエール・マリー キューリー大学教授 
Creutzfeldt-Jakob disease in France: clinical and neuropathological survey". 
フランスにおける CJD の現状：臨床と病理 
 
AMANO, Naoji (Prof., Dept. of Psychiatry, Shinsyu University) 
天野直二（信州大学医学部教授） 
Pathological findings of Japanese CJD cases 
日本でのＣＪＤ症例の経験から 


